
議
員　

日
本
国
内
に
お
い
て
、
年
間

数
万
人
の
方
々
が
心
臓
突
然
死
で
亡

く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
多
く
は
、「
心
室
細
動
」
と
い

う
不
整
脈
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
す
る
最
も
効
果
的
と
さ

れ
て
い
る
治
療
法
が
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
含
む
）
の
利
用
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
町
内
小
・

中
・
高
校
の
設
置
状
況
と
他
の
施
設

の
設
置
状
況
及
び
今
後
の
設
置
予
定

は
あ
る
の
か
。

町
長　

本
町
に
お
け
る
設
置
状
況
で

す
が
、
小
・
中
・
高
校
に
つ
い
て
は
、

葛
巻
高
校
に
１
台
の
み
の
設
置
で
す
。

そ
の
他
の
施
設
は
、
次
の
表
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
設
置
予
定
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
き

る
保
健
医
療
の
環
境
整
備
を
図
る
う

え
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
と
そ
の
普
及

は
有
効
か
つ
必
要
な
対
策
と
考
え
て

お
り
、
医
療
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
学
校
施
設
を
中
心
に
設
置
を
進

め
ま
す
。

議
員　

使
用
法
が
解
ら
な
い
の
で
は

不
幸
な
事
態
に
な
る
の
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
を
進
め
る
と
同
時
に
、
機
器

に
対
す
る
知
識
や
使
用
法
を
広
く
町

民
に
講
習
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
進
め
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

課
長　

葛
巻
分
署
と
連
携
し
な
が
ら

消
防
団
員
、
婦
人
消
防
協
力
隊
を
中

心
に
す
で
に
講
習
会
を
重
ね
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
治
会
、
婦
人
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

職
場
な
ど
に
講
習
会
を
提
案
し
進
め

て
き
て
い
る
が
さ
ら
に
取
り
組
み
を

拡
大
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
対
す
る
知
識
や

理
解
を
深
め
、
使
え
る
人
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

ど
う
伝
え
る
の
か

分
署
と
連
携
し

講
習
会
を
開
催

柴田 勇雄議員
しば　た　　いさ　お　  　　

鈴木　満議員
すず　き　　　 みつる　　　

自動体外式除細動器
（ＡＥＤ）の設置は
学校施設を中心に設置を進める

議
員　

葛
巻
病
院
の
経
営
状
況
な
ど
四

項
目
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
中
期
計
画
の
達
成
見
通
し
は

②
常
勤
医
師
の
勤
務
実
態
は

③
常
勤
医
師
の
確
保
対
策
は

④
待
ち
時
間
の
解
消
は　

町
長　

①
今
年
度
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
、
医
業
損
益
は
昨
年
度
に
比
べ

５
２
１
万
円
改
善
し
、
純
損
益
も
同

比
４
７
５
万
円
の
改
善
に
な
っ
て
い
ま

す
。
決
算
見
込
み
は
、
医
業
収
支
に
お

い
て
若
干
の
改
善
が
図
ら
れ
る
も
の
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
経
営
計
画
に
つ
い
て

は
、
３
ヵ
年
を
期
間
と
し
て
策
定
し
た

中
期
経
営
計
画
に
よ
り
、
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
末
、
国
か
ら
示

さ
れ
た
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
を
踏
ま
え
、
現
在
の
中
期
経
営
計
画

を
元
に
さ
ら
に
検
討
を
加
え
、「
公
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
運
営

に
あ
た
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
内
科
、
外
科
の
常
勤
医
師
各
１
人

に
、
岩
手
医
大
、
県
立
中
央
病
院
及
び

岩
手
愛
児
会
か
ら
の
外
来
診
療
の
応
援

の
う
ち
毎
週
が
８
人
、
隔
週
が
１
人
、

こ
の
ほ
か
平
日
の
宿
直
に
毎
週
、
月
、

火
、
木
曜
日
及
び
隔
週
水
曜
日
に
１

人
、
土
、
日
の
日
当
直
に
月
平
均
４
人

が
交
替
で
当
た
っ
て
い
た
だ
く
応
援
体

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

常
勤
医
師
の
宿
日
直
の
負
担
は
大
き

く
、
健
康
保
持
の
た
め
時
間
外
に
お
い

て
は
呼
び
出
さ
な
い
体
制
と
、
水
曜
日

午
後
の
外
来
を
休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

③
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
、
県
及
び

国
保
連
等
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の

支
援
を
得
な
が
ら
交
渉
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
医
師
確
保
に
向
け
最
善

を
尽
く
し
ま
す
。

④
医
師
確
保
に
努
め
な
が
ら
当
面
の
対

策
と
し
て
受
診
の
平
準
化
の
推
進
や
通

院
バ
ス
の
調
整
を
検
討
し
ま
す
。

議
員　

介
護
施
設
へ
の
入
所
待
機
者
の

状
況
と
対
策
に
つ
い
て
及
び
今
後
の
介

護
施
設
整
備
の
考
え
は
。

町
長　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
高
砂

荘
の
待
機
者
は
49
人
、
介
護
老
人
保

健
施
設
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
く
ず
ま
き
は

３
人
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
葛

巻
病
院
に
は
８
人
が
そ
れ
ぞ
れ
待
機

し
て
い
ま
す
。

　

待
機
者
の
解
消
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
施
設
整
備
等
サ
ー
ビ
ス
量
の
拡
大

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
第
四
期
介
護
保
険
計
画
を

策
定
中
で
す
が
、
特
養
、
老
健
な
ど

指
定
介
護
保
険
施
設
の
増
床
は
、
介

護
保
険
料
の
増
額
に
繋
が
る
こ
と
か

ら
、
サ
ー
ビ
ス
量
と
被
保
険
者
負
担

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る
か
、
住

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
慎
重
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ

た
場
合
に
お
い
て
も
、
可
能
な
限

り
、
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
た
、
介
護
保
険
法
の

趣
旨
に
沿
っ
て
運
営
し
ま
す
。

常
勤
医
師
確
保
対
策
は

関
係
者
の
支
援
で
最
善
を
尽
く
す

介
護
施
設
へ
の

待
機
者
対
策
は

増
床
は
保
険
料
の
増
額
に

住
民
理
解
が
大
事
慎
重
に

※
操
作
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声
に
し
た
が
い

　

電
極
が
心
臓
を
は
さ
む
よ
う
に
２
枚
を

　

貼
り
付
け
て
「
電
気
シ
ョ
ッ
ク
」

1 月 9日、議員も救命講習を受講

一
口
メ
モ
▼
心
室
細
動
と
は
、
心
臓
の
筋
肉
が

け
い
れ
ん
し
、
ポ
ン
プ
と
し
て
血
液
を
送
り
出

せ
な
い
危
険
な
状
態
で
す
。「
い
の
ち
」
が
助

か
る
率
は
１
分
を
経
過
す
る
ご
と
に
約
一
割
ず

つ
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で

細
動
を
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
く
ず
ま
き

グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ

葛

巻

高

校

高

砂

荘

葛

巻

分

署

社
会
体
育
館

西

島

医

院

葛

巻

病

院

総
合
セ
ン
タ
ー

交
流
館
プ
ラ
ト
ー

　
　
（
順
不
同
）

ＡＥＤ設置箇所

クリスマス会で入院患者さんへ歌のプレゼント

これがAEDです。
➡
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